
この集会の委員長をつとめる東京外国語大学の村尾誠一でございます。

早く暮れた秋の夕暮れに、私と同様に、皆さんの心が研究のおもしろさの余

韻で満たされていれば幸いです。第 36 回国際日本文学研究集会の総括です。

講演のみの参加の方も、世界中から研究者が集まり、何が行われていたのか、

興味を持っていただければ幸いです。

今年のテーマは「再生の文学――日本文学は何を発信できるか――」でした。

このテーマを決めたのは、去年の 11 月の委員会でのことでした。言うまでも

なく、2011 年、あの年です。明らかに 3月 11 日の地震の記憶をもとにしたこ

のテーマを掲げることの可否をめぐり、委員会は重苦しい雰囲気に包まれまし

た。しかし、あの年にこのテーマの存在を議論して共有した後、これを捨てる

という選択肢はないだろうということで掲げたテーマです。もちろん現在でも、

あの記憶は風化していません。「3.11」「3月 11 日」と発話する時の、犠牲者

達への追悼の思いと復興への祈り、これは自ずと共有されているでしょう。も

ちろん、地震や災害からの復興という再生のみではなく、日本文学には様々な

再生があるはずだ、という広がりを考えての設定です。実際の発表でも、再生

は様々な面から捉えられていました。そもそもが、文学は再生の行為なのだ、

と言えるのではないでしょうか。様々な出来事や現実を、言葉でもって再生し

てテクストが形成されます。そして、そのテクストを読む行為は、まさに再生

以外の何物でもないでしょう。研究もその延長にあるはずです。そうであれば、

全ての文学の研究は再生に他ならないのかもしれません。

一番感激が鮮明な先ほどの戸松さんの公開講演、我々も展示で目の当たりに

できた自筆原稿の分析から、一葉の作家としての短期間の内での成長を、まさ
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に再生していただけました。近代文学の黎明期の文学表現が、ダイナミックに

生起していく現場に居合わせたような興奮を覚えたのは、私だけではないと思

います。

さて、2日間の発表を振り返りたいと思います。委員会の議論の中で、具体

的な災害に関わる文学として、まず念頭にあったのは、今年 800 年を迎える

『方丈記』、そして関東大震災後の文学でした。ベイツ・アレックスさんの発表

は、まさにそれでした。田山花袋の関東大震災への対応を分析し、自然主義作

家としての特性にも及ぶ発表は、作家の個の在り方としても議論を呼ぶ視点で

した。

イタリアのフィレンツェからいらっしゃった鷺山郁子さんの発表は『源氏物

語』でしたが、震災後の日本人の自制的な行動、イタリアではディグニタのあ

る行動の在り方と報道されたようですけれども、そういう行動の在り方を、物

語に見られる平安朝的な「人笑へ」などの行動を規制する装置を重ねて見るも

のでありました。過去から現在へのメッセージを聞き取るという、古典文学研

究の原点に触れる思いがいたしました。

南明日香さんの、描写により風土が再生される問題。それが過去の風景、つ

まりは失われた風景を再生する歴史的な財産になること。これも震災後の文学

の役割に直接繫がるのではないでしょうか。列島を包むような災害の他にも、

個人的な災害はいくらでもあります。個にとっては、そこからの再生こそが、

一番切実な問題になることもあります。斎藤茂吉の問題は、まさにそうだった

と思います。あるいは、時代の変化の中で失われた時代の再生。深沢七郎の創

作の問題は、アイロニーを含みながらも、それを示したのではないでしょうか。

典拠となる先行文学あるいは伝説の世界、それを再生することで文学世界が

形成される様を考察する、これは文学研究の一つの定型ですが重要な課題です。

今回も、種彦の註釈を用いての再生、翻案小説である『伽婢子』の批判の問題、

楠木正成伝説と南朝復興の問題、平安朝漢詩における蜘蛛の糸の問題と、興味

深い発表がなされました。「殊勝」を「おかし」の再生と捉える着想もおもし
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ろいと思いました。

もう少し一般的な作品世界が再生されたものとして、小林多喜二の文学の伏

せ字と評価の問題、志賀直哉の「私」をめぐる問題も、さらに追求されるべき

でしょう。

勝手に 2日間の研究発表を再構成しましたが、もちろんショートセッション

での意欲的な発表と議論、本当におもしろかったですね。そして、ポスターセ

ッションでの工夫された伝達、なかにはまさに核時代の想像力という、今回の

テーマの原点に触れるものもありました。この 2つのセッションでの成果は

様々な雑誌の論考に発展することを期待しております。

まだまだ今年の集会で触れたいことはありますが、来年のことに移ります。

来年は今までのプログラムの組み方に対して、大きな変更を試みようと思いま

す。テーマはシンポジウムテーマとしてあらかじめ依頼したパネラーの方々に

お話しいただき、フロアーを交えた議論でテーマを深めるという形にしたいと

思います。講演に替えて、テーマによるシンポジウムを設けます。来年のテー

マは「テクスト・ジェンダー・文体――日本文学が翻訳される時――」です。

これは、お分かりだと思いますけれども、日本語というのは世界の言語のなか

で、突出して男女の表現差が大きい言語でございます。これによって構成され

た文学を外国に翻訳という形で発信する時、どのような問題が生じるだろうか、

これはある意味では非常に当たり前の問題かもしれませんが、もう一度あらた

めてこの場で議論してみたいと考えております。パネラーの人選は委員会にお

任せください。

公募による発表については、特にテーマを定めず、内外の研究者が現在抱え

る一番重要な問題を発表していただき議論する、という形にしたいと思います。

研究発表はおそらく広く応募があるものと期待します。ぜひ皆さん挑戦してい

ただきたいと思います。

来年の日程ですが、今のところいろいろ館の事情もありまして、11 月の下

旬ごろということしかお知らせできません。詳しい日程については、後ほどお
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知らせいたします。場所はここ、立川の国文学研究資料館です。

今年も昭和記念公園では紅葉が綺麗です。朝、モノレールの中からご覧いた

だいた富士山、これも多摩地区の風景では自慢でございます。来年も、この美

しい多摩の風土の中で、大いに議論をいたしましょう。

以上で、来年の予告も加えて、総括を終わりにいたします。

どうもご清聴ありがとうございました。
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